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1―はじめに 

 携帯電話等の電話やパソコンや電卓で数字を入力する時に、数字の入力キーが現われるが、皆さん

はこの２つの数字の配列が異なるってことをご存知だろうか。 

今回の基礎研レターでは、この電話と電卓の数字のボタン（いわゆる「テンキー」と呼ばれて

いるもの）の配列について調べてみた。 

 

2―電話と電卓の数字のボタンの配列はどうなっているのか 

 お手元の携帯電話やパソコン、あるいはスマートフォンをチェックしてみれば直ぐにお分かりと思

うが、両者における数字の入力キーの配列は、以下のように異なっている。 

 電話の数字のボタン       電卓の数字のボタン 

 

 

 

 

 

 

   

 

3―電話の数字のボタンの配列について 

皆さんもご存知のように、もともとの電話機はダイヤル式で数字のボタンは付いていなかった。日

本で最初にボタン式の電話機が登場したのは 1969 年で、その翌年に公募によって「プッシュホン」

という和製英語の呼び名が使われるようになった。 
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現在の日本におけるプッシュホンの「テンキー方式」の数字の配列は、米国において「タッチトー

ン・テレフォン（Touch-tone telephones）或いはプッシュボタン・テレフォン（Push-button telephone）」

として使用されていたものと同じ配列を採用したことによる。米国では、最初のプッシュボタン式の

電話機の開発者であるリチャード・デイニンジャー（R.L.Deininger）が発表した論文1が基となって、

電卓式やダイヤル式を含む数字の配列を何パターンも検討した結果、ボタンを押すスピードや押し間

違いの頻度等を考慮して、最も自然だからという理由で、現在の電話式に決定されたとのことである。

確かに、一般的な人間の感覚としても、電卓式との比較では、数字は左上からスタートして、まずは

上段の左から右へ、その後下段に下りていくという並べ方が、よりフィットするように思われる。 

なお、電話の数字のボタンの配列については、ITU-T（国際電気通信連合の電気通信標準化部門）

によって定められていて世界共通となっている。 

因みに、テレビのリモコンのチャンネル用の数字についても、1から 12までの数字が、電話と同様

な配列で並べられている。 

 

4―電卓の数字のボタンの配列について 

それでは、電卓の数字のボタンの配列についてはどうか。 

電卓のボタンの配列は、最初から全部同じで統一されていたわけではない。 

電卓式のキー配列は、1913 年にグスタフ・デイビッド・サンドストランド (Gustaf David 

Sundstrand)が発明した手動の歯車式卓上計算機（アメリカ特許第 1198487号）が起源である、とさ

れている。 

ところが、1961年に英国の Bell Punch社によって作られた世界初の電卓と言われる ANITA Mark 

VIIIは、各桁に 10個ずつのボタンが、縦にずらりとならんだ「フルキー方式」という並び方だった。

というのも、それまでに開発されていた真空管式計算機やトランジスタ式計算機において、「フルキー

方式」が採用されていたことによっている。 

「フルキー方式」のボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
1 R. L. Deininger: "Human Factors Engineering Studies of the Design and Use of Pushbutton Telephone Sets", The Bell 

System Technical Journal, Vol.39, No.4 (1960年 7月), pp.995-1012 
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一方で、電卓以前の四則演算を行う加算機と呼ばれるものにおいては、「テンキー方式」が採用され

ていた。当時、日本のメーカーが発売した電卓も、この「フルキー方式」と「テンキー方式」が混在

していた。ただし、「桁に関係なく、下から 0、1、2、3・・と並ぶ方が計算しやすいと感じる人が多

く、「フルキー方式」の電卓は姿を消していった。」（「カシオ」のHP2からの説明）ということのよう

である。 

 いずれにしても、電卓のボタン配列は、「計算をするのに、最も多く使う 0 が手前にあった方が人

間工学的な見地からも使いやすい」という理由から、下から 0、1、2、3・・・の並びになっている、

とのことである。 

 現在は、ISO（国際標準化機構）によって、この配列が国際標準として定められている。 

 因みに、お店のレジスター等のような各種の事務機器やデータ処理機器、さらにはパソコンのテン

キーの数字配列も、電卓と同様になっている。これも最も使用頻度の高い 0が下にあったほうが打ち

やすいからという理由によっており、ISO（国際標準化機構）によって、国際標準として定められて

いる。実は、電卓を商品化した事務機器メーカーはレジスターに縁が深かったことも電卓の配列方式

の採用に影響を与えていたようである。 

 

5―その他の数字の配列方式について 

9 個の数値を配列する方式としては、例えば、以下のように、数字を縦に並べる方式も考えられる

が、このような方式は電話で電卓では採用されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、これ以外にも、右から左に向けて数字が大きくなっていくケースも考えられるが、一般的な

人間の配列感覚として、「数字は左から右に大きくなっていく」と言う点については、共通の認識とし

てあるようであり、これらの方式は通常は採用されていない。 

この点については、前回の研究員の眼「エレベーターのボタンの配列－メーカー毎に必ずしも統一

されていないようにも見えるが、その実態や考え方はどうなっているのか－」で、階数ボタンの配列

を考える際にも、2列方式であれば、数字は左からスタートする方式が自然であることを述べた。 

それでは、上の図に示したような数字の配列のボタンを、実際に我々が目にするケースはあるのだ

ろうか。 

実は、次回の基礎研レターで詳しく報告するが、銀行の ATM の暗証番号の数字入力キーのパター

                                                
2 http://kids.casio.jp/hatena/hatena3.html 
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ンではこのような方式が現われることもある。 

また、数字が 3列で、各列が下から上に大きくなっていく方式については、例えば、高層階のマン

ションのエレベーター等のボタンで見受けられるようなこともあるかもしれない。ただし、こうした

場合には、おそらくエレベーター自身を低層階用、中層階用及び高層階用に区別するのが、より一般

的だろう。 

従って、上記のような配列は一般的にはあまり見かけないパターンであると思われる。 

 

6―まとめ 

以上、今回は電話と電卓のテンキーの数字の配列について、紹介してきた。 

電卓において、数字が下から順になっているのは、「最も使用頻度の高い 0 が下にあったほうが打

ちやすいから」という理由だと述べたが、電話式でも数字の「0」は下に配置されており、電卓も電

話式でもよいのではないかと思ってしまうかもしれない。 

ところが、電卓式の採用には「1」が「0」に近いほうが使いやすいという理由もある。以前の研究

員の眼「世の中の数字の現われ方は一律ではないって知っていましたか―ベンフォードの法則につい

て―」（2016.4.6）で紹介したように、レジスター等で現われる自然な数字においては、数字の「1」

や「2」が現われるケースが他の数字に比べて多いことがわかっている。ただし、この点についても、

最近はむしろ、割安感を演出するための端数価格戦略から、「9」とか「8」とかいった数字も結構使

われているのではないか、というような印象を持たれる方もおられるかもしれない。 

さらには、電話の「0」と電卓の「0」はそもそもの意味合いが異なっている。電卓の「0」はまさ

に数字の「0」を意味しており、その意味では数字の大小関係で「1｣の前に「0」があるということに

なる。一方で、電話の「0」は、ダイヤル式の電話において、電気信号を発信して番号を交換機に送

信するときに、0回という信号は送れないので、「0は信号 10回」ということで、「10」を意味してい

ることから、「9」の後に「0」があった。このため、現在のボタン式でもこの方式が採用されている

という経緯もある。現在のプッシュホン式では数字を音声周波帯域で信号を送っているので、この意

味合いはなくなっている。 

加えて、「どちらが効率的か人間工学的に良いのかで 1980年代の ISO（国際標準化委員会）で論争

が起き、海外勢の電話配列派が優勢でしたが、日本の電卓配列派が紹介した『電卓配列で OLが目の

覚めるようなスピードで入力しているビデオ』を見て会場が静まり返ったそうです。結局は慣れや熟

練の問題であるとの結論に達し、それ以後、この論争は無意味となりました。」（一般社団法人ビジネ

ス機械・情報システム産業協会のHP3より）との経緯もあるようである。 

いずれにしても、今や２つの方式はそれぞれ異なる国際機関によって、国際基準として定められて

おり、いまさらメーカー等も変更するのは多大なコスト負担等につながるので、統一するのは大変難

しいということだろう。 

                                                
3 https://www.jbmia.or.jp/kakunin/mobile/calculator_dic/dentaku-denwa.htm 
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こうして調べてみると、電話と電卓の数字配列についても、それなりの歴史的な経緯を経て現在の

方式に定着していることがわかり、なかなか興味深く感じていただけたのではないかと思っている。 

次回の基礎研レターでは、銀行の ATM 等におけるテンキーの数字の配列パターンの事例について

紹介する。 

 

以 上 

 


